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序
　本書は平成 26年度に実施された下黒駒 1号墳（笛吹市御坂町下黒駒）の

発掘調査報告書です。

　この古墳は墳丘マウンドや石室が残る古墳として地域の方々にも知られ

ていました。幸い、工事が影響する範囲が石室に及ばないことが確認された

ため、発掘調査による記録保存範囲は墳端から周溝にかけてのわずかな範囲

となっています。報告書に記載された調査成果はやや寂しいものになってい

ますが、古墳本体をほぼ保存することが出来たことは大きな成果であったと

いえるでしょう。

　笛吹市ではこれまで『甲斐国千年の都』として、岡・銚子塚や竜塚などの

前期古墳、姥塚などの後期古墳、甲斐の国府推定地として知られる春日居町

国府や御坂町国衙、県下最古の寺院である寺本廃寺跡、甲斐国分寺跡や国分

尼寺跡などの官営寺院などを広く紹介してきました。

　一方で豊富な資料を有する縄文時代中期を中心とした遺跡に注目した歴

史フォーラムの開催や冊子の刊行、ガイドマップ類の作成に力を入れてまい

りました。本報告書の刊行により、古墳時代の資料を追加提示することが出

来たことで、この取り組みがより厚みを増してきたのではないかと考えてお

ります。

　発掘調査にあたり、ご理解、ご協力を賜りました山梨県峡東農務事務所、

ご指導ご協力を賜りました山梨県教育委員会はじめ関係諸機関、発掘調査に

おいてご不便をおかけいたしました地元地権者各位、隣接農地の耕作者各

位、発掘調査に参加いただきました作業員各位に深く感謝申し上げ、この発

掘調査報告書の刊行の序文に代えさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 28年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　坂本誠二郎



例　　言

1、本書は、山梨県笛吹市御坂町下黒駒地内に所在する下黒駒 1号墳の発掘調査報告書である。
2、本調査は、山梨県峡東農務事務所による畑地帯総合整備事業黒駒西地区農道１号工事に伴うもの
　であり、峡東建設事務所の委託を受けた笛吹市教育委員会が調査主体となり発掘調査・整理作業・
　報告書作成を行った。
3、発掘調査（現場作業）は平成 26年 11 月 13 日から着手し、平成 26年 11 月 20 日まで行った。
4、本報告書の編集及び執筆は、瀬田正明が行った。
5、本書に掲載した遺構写真は、望月和幸が撮影した。
6、発掘調査及び整理作業のうち一部の業務は、以下の機関に委託並びに協力を得た。
　　空中写真・オルソ画像撮影　昭和測量株式会社
　　遺構平面図作成　昭和測量株式会社
7、本報告書に係わる出土品および記録図面・写真などは一括して笛吹市教育委員会に保管してある。
8、発掘調査・報告書作成に際し、下記の方々からご協力、ご教示を頂いた。記して感謝の意を表したい。

　　御坂町下黒駒区、地権者各位、隣接耕作者各位、山梨県峡東農務事務所、山梨県教育委員会学術
　　文化財課、山梨県埋蔵文化財センター、公益財団法人山梨文化財研究所、谷口一夫（笛吹市文化
　　財保護審議委員）、長沢宏昌（同）

( 順不同・敬称略 )

凡　　例
　本書における遺構の表示は以下のとおりである。
１、遺跡全体におけるＸ・Ｙ座標は、世界測地系平面直角座標第Ⅷ系の座標値を示している。遺構断
　面図等脇の数値は、標高を示す。
２、本書で用いた地図は、国土地理院発行「石和」1/25,000（第 1図）、御坂町発行「都市計画基本
　図５・７」1/2,500（第２図）である。
３、第 1図中に示した金川の旧流路は、下記の文献を参考にしたが一部改変してある。改変の理由
　については編著者の責に帰するが、稿を改めて検討したい。
　平野　修　2008　「墨書土器からみた古代甲斐国の八代郡と山梨郡の郡境について」『山梨県考古
　学協会誌』第 18号
　川崎　剛　2015　「笛吹川水系の歴史地理学的考察」『山梨県考古学協会誌』第 23号
４、第３図の等高線の標高は任意で、20㎝単位に引いてある。
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調査事務局　
　　　　　　　　　坂本誠二郎　（笛吹市教育委員会教育長）
                 　　　　 堀内　常雄　（笛吹市教育委員会教育部長）平成 26 年度
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第１章　調査経過

第1節　調査に至る経緯

　下黒駒 1 号墳は、笛吹市御坂町下黒駒地内に位置する古墳時代後期の横穴式石室を持つ円墳である。Ｔ
字型石室で知られる長田 20 号墳を含む長田古墳群と、蝙蝠塚古墳を含む下野原古墳群に挟まれた古墳群の
一角を構成する古墳であり、現在もマウンド及び石室が残る。　
　当該古墳墳丘を掠めるように、山梨県峡東農務事務所による畑地帯総合整備事業黒駒西地区農道１号工事
が計画され、文化財保護法 94 条に基づく通知が峡東農務事務所長より笛吹市教育委員会経由で山梨県教育
委員会に提出された。これに基づき笛吹市教育委員会は工事に先立ち、現地踏査を行ない、工事範囲に当該
古墳の西側墳端及び周溝部が含まれることを確認した。
　峡東農務事務所と笛吹市教育委員会は、当該農道工事計画地における埋蔵文化財の取り扱いに関する協議
を進め、峡東農務事務所が費用負担し、笛吹市教育委員会が工事範囲における埋蔵文化財の記録保存のため
の発掘調査を行うことで合意し、協定書を締結した。
　以上を踏まえて、平成 26 年 11 月 13 日より、現地における発掘調査を開始した。
　なお、本古墳は笛吹市遺跡台帳において御坂－ 73「無名墳」として周知されていたが、今回の調査を機
に大字の名称にちなんで「下黒駒 1 号墳」と改称した。

　　文化財保護法 94 条に関する埋蔵文化財発掘の通知   平成 26 年８月 12 日
　　周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について（通知） 平成 26 年８月 25 日
　　文化財保護法 99 条における着手報告    平成 26 年 11 月 14 日　
　　文化財保護法 100 条第２項、遺失物法による埋蔵物発見届  平成 26 年 11 月 28 日

第２節　調査経過

　発掘調査は、平成 26 年 11 月 13 日に着手した。対象地は近現代の石垣で覆われていたため、新しい石
垣を人力で除去して残存している墳丘・周溝の有無を確認した。その結果、石垣の根石などによって大半の
部分が攪乱されていたため周溝の有無は判然としなかったが、一部で墳丘を検出した。
　11 月 17 日より調査区のセクション、平面図を作成すると共に、当該古墳の石室側壁と思われる石積み
から続く石垣の立面図を作成した。11 月 20 日にラジコンヘリによる全景写真・オルソ画像の撮影を行っ
た後、墳丘の断ち割り、セクションの実測を行って、現場での作業を終了した。なお、調査終了後直ちに工
事着工となるため、現地の埋め戻しは行っていない。
　整理作業については、平成 27 年度に実施し、報告書を作成した。

第２章　遺跡の概要
第１節　地理的 ･歴史的環境（第１・２図）

　山梨県笛吹市は、甲府盆地東側に位置する。市名の由来となった笛吹川は、秩父山地に源流を持ち市域を
北東から南西に向かって流れている。市域の多くは笛吹川と、甲府盆地南縁を形作る御坂山地から流れ出る
いくつかの河川によって形成された複合扇状地上に立地する。御坂山地の八町峠付近を源流とする金川に
よって形成された金川扇状地はこの複合扇状地の中でも最大で、面積は約 18 ｋ㎡ある。金川扇状地は中央
部を金川が南東から北西方向に流れ、東側は田垂川・大石川・御手洗川を境に大石川扇状地・京戸川扇状地
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第１図　遺跡位置図（S=1/25,000)
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と接し、西側は天川を境に浅川扇状地と接する扇形に広がっている。金川の左岸が笛吹市合併以前の旧御坂
町域、右岸が旧一宮町域であるが、左岸側の一部にも旧一宮町域があり、これは金川の流路変更の影響によ
るものと思われる。
　下黒駒 1 号墳の所在する御坂町下黒駒地区は、金川左岸の扇央部に位置し標高は 405 ｍである。
　笛吹市内には多くの遺跡が周知されており、甲府盆地内においても遺跡の分布が濃密な地域である。
　縄文時代の遺跡の多くは丘陵上に立地しており、金川周辺では扇頂部より上流の桂野遺跡・中丸遺跡など
で大規模な集落の存在が知られている。また、北堀遺跡や清水遺跡、金田遺跡などでも縄文時代の遺構・遺
物が確認されている。
　弥生時代の遺跡は多くが金川扇状地や京戸川扇状地の扇端部付近に見られる。本遺跡の周辺では二之宮遺
跡や筑前原遺跡、鞍掛遺跡などで弥生時代後期の住居跡が散見される。
　古墳時代になると扇央部に多くの集落遺跡が見られ、古墳も築造されるようになる。御坂町成田地内の亀
甲塚古墳は、東西 25 ｍ、南北 20.8 ｍの不正楕円形を呈し、主体部は安山岩の割石を利用した竪穴式石室で、
両頭式盤龍鏡や碧玉製管玉などが出土し、５世紀前半代の築造と位置付けられている。
　笛吹市遺跡台帳の旧御坂町域では、消滅してしまったものも含めて 46 件の古墳（古墳群）が登録されて
いる。このうち竪穴系の埋葬施設を持つものは亀甲塚古墳だけで、残りは横穴式石室を持つ後期古墳である
と考えられている。この地域の後期古墳の中で特筆すべきものは、姥塚古墳である。姥塚古墳は、直径約
40 ｍで全長 17.54 ｍの巨大な横穴式石室を持ち、石室形態から６世紀後半の築造と考えられている。この
横穴式石室の規模は東日本の中でも最大級であり、この地域において突出した存在となっている。
　金川沿岸には多くの古墳が見られ、群集墳を成している。金川左岸には四ツ塚古墳群と長田古墳群、金川
右岸には国分古墳群、楽音寺古墳群があり、甲府盆地において後期古墳が最も集中している地域でもある。
　四ツ塚古墳群は、昭和 56 年に中央自動車道建設に先立って 21 基、平成７年に「森林公園金川の森」建
設に先立って５基の後期古墳が発掘調査されたほか、「金川の森」の敷地内に 30 基を超える古墳の痕跡が
残されている。いずれも円墳で、規模は直径 15 ～ 16 ｍ程度を最大として、最小は６ｍ、12 ｍ程度が主体
をしめる。主体部は竪穴系横穴式石室 1 基を除き、他はすべて横穴式石室である。６世紀後半から造墓が
始まり、７世紀後半まで古墳が造られ、８世紀初頭前後まで追葬が行われたと見られている。
　長田古墳群は、金川工業団地の建設に伴って平成元年から 35 基の古墳が調査されている。このうち造成
対象から外れ現地に残されていた長田 1 号墳は、駐車場の拡張によって取り壊されることになり、平成 23
年に再調査を実施した。長田古墳群は、直径 25 ｍ程度の１号墳と 20 号墳を最大に、最小は 5 ｍ程度の円
墳からなる。主体部はすべて横穴式石室であるが、半地下式のＦ－１号墳、Ｔ字形の平面形を持つ 20 号墳
など特徴的な形態を持つものも含まれる。長田古墳群は出土遺物から６世紀後葉から７世紀中葉を中心とし
た時期に造営されたものと考えられており、四ツ塚古墳群よりやや早い段階に造墓が開始されたと見られて
いる。
　なお、四ツ塚古墳群は旧一宮町内、長田古墳群は旧御坂町内に所在し、両者の間には中世以前の金川の旧
流路があると指摘されている。
　金川の右岸を見ると、一宮町国分・塩田・市之蔵地内の金川沿岸約 1.3km の範囲に 110 基ほどの古墳が
広がる国分古墳群がある。この古墳群は、墳丘及び主体部の上部が破壊されている例がほとんどであり、規
模などが判明するものはあまりない。これまでに８基ほどの古墳が調査されているが、すべて横穴式石室を
持つ円墳であり、規模は直径 20 ｍ未満に収まる。古墳群の築造開始は７世紀初め頃であり、長田古墳群や
四ツ塚古墳群よりやや遅れている。
　国分古墳群の東側にはやや規模の大きい古墳が集まっており、楽音寺古墳群とされている。推古天皇２年

（594）創建の伝承を持つ医王山楽音寺の境内にある狐塚古墳・蝙蝠塚古墳・八幡塚古墳を中心に、西側の
稲荷塚古墳の４基からなるが、県道をはさんで東側の大神塚古墳も含めることができる。５基とも墳丘・石
室が良好に残っており、直径 20 ｍ程度の円墳である。稲荷塚古墳からは人物埴輪や靭埴輪などの破片が採
集されており、金川周辺の古墳の中で唯一埴輪を樹立する古墳であり、７世紀前半代の築造と考えられてい
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第２図　調査地周辺図（Ｓ＝1/2,500）　※　は分間図から推定した古墳

長田古墳群

無名墳

無名墳
下黒駒 1号墳
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る。
　国分古墳群の下流約 700 ｍには単独で経塚古墳がある。経塚古墳は、直径約 12.5 ｍの八角形墳で全長 6.6
ｍの横穴式石室を持ち、7 世紀前半に築造されたものと考えられている。
　こうした古墳が築造された古墳時代後期の集落は、二之宮・姥塚遺跡や大原遺跡、鞍掛遺跡で大規模な集
落が確認されている。
　奈良時代になると、一宮町国分に甲斐国分寺、同東原に甲斐国分尼寺が造営される。これらの造営が開始
されると周辺には松原遺跡をはじめ車地蔵遺跡、金山遺跡、北中原遺跡、桜畑遺跡などの新しい集落が生ま
れる。これらは甲斐国分寺の造営に関わった、国分寺関連遺跡群として捉えることができる。また、御坂町
国衙は国府・国衙の遺称と考えられ、甲斐国府の存在が推定されている。このように奈良時代以降、金川周
辺は古代甲斐国の政治・文化の中心となっており、その兆しは古墳時代後期の古墳・集落に求められる。
　

第３章　遺構と遺物
第１節　下黒駒１号墳（第３・４図）

位置と周辺の状況　下黒駒１号墳は、下黒駒字南長田 1139-2 に所在する。この区画は南北約５ｍ、東西約
７ｍの略長方形を呈し、地目は原野であった。周辺では西側 100 ｍに古墳の残骸が残るが、明治の分間図
を見ると小さな区画の原野が多数あり、既に消滅した古墳がいくつもあるものと思われる。分間図から推定
した古墳を第２図に示しておいた。
残存状況　古墳の残存している土地の地境は、北東の一部が道路に接しているが、残りは近隣の畑に接して
いる。現状は高さ 1.8 ｍほどのマウンドであり、西側から南側西半分にかけて石垣が作られているがそのほ
かの部分はなだらかなスロープで隣接地に続いている。南側石垣の東端は幅 90cm、厚さ 30cm ほどの石が
重箱状に積まれており、横穴式石室の側壁と考えられる。マウンド上や東裾部分には石室石材と思われる石
が散乱しているが、原位置にあるとは考えられなかった。
調査の方法　今回の調査は農道の建設に当たり、当該地の西辺が１ｍほど削られるため、その部分の記録保
存を目的に実施した。対象となるのは西側の石垣部分であるため、最初に近現代の石垣を除去した後、下層
に墳丘・周溝が残存しているか確認した。記録の作成に当たっては、古墳の現状も記録するため、調査範囲
と共に墳丘部まで含めてオルソ画像を撮影し、等高線の入った平面図を作成した。同様に石室の現状を記録
するため、南側石垣から石室側壁までの立面図を作成した。
周溝・墳丘　西側石垣の除去後、4.5 × 4.5 ｍの範囲で掘削を行い周溝・墳丘の残存状況の調査を行った。
その結果、石垣周辺では根石などにより大きく攪乱され、調査範囲内では周溝を確認することはできなかっ
た。墳丘は、対象地の南西コーナー部分で石垣の内部に盛り土の一部が残存していた。残存範囲は南北 2.3 ｍ、
東西 1.5 ｍほどで、厚さは最大で 40cm ある。墳丘は黒褐色土と黄色土の版築によって構築されている。外
護列石も確認できなかったため、墳端がどの部分になるかは分からない。
石室　石室は、奥壁部分が既存道路によって破壊され、入口側も削平されていると見られる。先述したよう
に、南側石垣の東端部で２段に積まれた石室側壁が露出しており、墳丘全体から見れば南北軸より西側に位
置していることから、南側に開口する横穴式石室の左側壁と考えられる。石が主軸に直交して積まれている
ならば、開口部からみて主軸をやや東に振っていることになる。墳丘の状態から見ると、３～４ｍ程度の石
室が残存しているものと思われる。
墳丘の復元　下黒駒 1 号墳は区画の中全体に広がっているため、現状では石室主軸方向で５ｍほど、直交
軸方向で７ｍほど、高さ 1.8 ｍほどを測るが、本来の墳丘規模は不明である。確認された墳丘も攪乱が著し
く墳端が不明であるが、左側壁石材の内側から墳端まで約 4.5 ｍあるので、最低でも直径 10 ｍ程度の墳丘
が復元できる。この規模は、四ツ塚２・11 号墳など相当し、四ツ塚古墳群でもやや小規模な部類に入る。
出土遺物　石垣の裏込めから須恵器甕の小破片が数点出土しているが、図示するには至らなかった。
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第３図　下黒駒１号墳　平面図　（S=1/50)

T
1

0.00

-1
.0
0

-
1.
00

-1
.0
0

0.
00

0.
00

0.00

1.
00

1.
00

1.00

D
L=
0
.0

0
m

-
0
.
9
3

-
0
.
9
3

-
0
.
9
4

-
0
.
9
7

-
0
.
8
7

-
0
.
8
6

-
0
.
8
9

-
1
.
0
7

-
0
.
6
4

-
0
.
9
4

-
0
.
9
4

-
0
.
4
5

-
0
.
2
5

0
.
8
1

0
.
7
4

0
.
9
70
.
9
3

1
.
2
2

0
.
9
1

1
.
4
4

1
.
4
7

1
.
3
3

0
.
6
1

0
.
3
4

0
.
7
6

-
0
.
1
6

-
0
.
1
1

-
0
.
2
2

-
0
.
1
8

-
0
.
3
2

0
.
2
6

-
0
.
1
1

0
.
0
8

0
.
9
1

0
.
5
6

0
.
1
7

0
.
2
5

0
.
4
9

0
.
2
9

1
.
2
6

1
.
3
0

0
.
1
7

-
0
.
0
8

-
0
.
4
9

-
0
.
3
0

-
1
.
1
4

-
0
.
2
6

-
0
.
5
1

-
0
.
9
7

-
0
.
3
3

-
0
.
8
8

-
1
.
1
2

0
.
1
2

0
.
7
3

0
.
6
9

0
.
5
8

0
.
3
5

0
.
0
5

0
.
8
3

0
.
9
4

0
.
8
9

-
0
.
6
2

-
1
.
0
4

0
.
8
4

0
.
1
6

-
0
.
5
2

-
0
.
2
6

-
0
.
7
5

-
1.
00

-1
.0
0

-
0
.
9
3

-
0
.
9
3

-
0
.
9
4

-
0
.
9
7

0
.
9
7

-
0
.
8
9

-
0
.
9
4

-
0
.
9
4

-
1
.
1
4

-
0
.
9
7

-
0
.
8
8

-
1
.
0
4

-1
.0
0

-
1
.
0
7

-
1
.
1
2

-
0
.
6
4

-
0
.
4
5

-
0
.
2
5

X=
-4
18
05

X=
-4
18
10
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Y=16440　　　　　　　　　　　　　 Y=16440

Y=16435Y=16435

X=
-4
18
05

X=
-4
18
10

１
：
5
0

０
２
ｍ

A’
　

A

B
B’

C

C’

墳
丘

攪
乱

攪
乱



     － 7 －

第４図　下黒駒１号墳　墳丘セクション・立面図　（S=1/50)
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第４章　結語
　
　長田古墳群を除く旧御坂町域の古墳は「錦生古墳群」や「下野原古墳群」として紹介されることが多いが、
その範囲は研究者によってまちまちである。そこで改めてこの地域の古墳の分布をグルーピングすることで
下黒駒１号墳の位置づけを考えてみたい。
①姥塚古墳を中心としたグループ
　直径約 40 ｍを誇る姥塚古墳は、この地域において突出した存在であるが、周辺でも既に消滅しているも
のも含めて３基の古墳が知られている。また、姥塚古墳に隣接する姥塚遺跡でも古墳４基、周溝墓 4基が
調査されている。古墳のうち２基は横穴式石室を持つ後期古墳であるが、石室の痕跡を残さない１基は５世
紀代にさかのぼる低墳丘古墳であり、古墳群の形成が５世紀段階までさかのぼる可能性がある。
②錦生古墳群
　姥塚古墳から 70 ｍ南西にある夏目原八幡神社付近から井之上無名墳までの一帯で、６基以上の古墳が知
られている。狭義にはこのグループの一部が錦生古墳群として遺跡台帳に登録されている。このグループで
は発掘調査は行われていないが、井之上無名墳から陶棺が出土している。
③下野原古墳群
　第２グループからさらに 80 ｍほど南西にあり、蝙蝠塚古墳から下黒駒１号墳までの範囲に広がり、12
基程度の古墳が知られている。「下野原古墳群」として紹介されることがある。蝙蝠塚古墳は、直径 15 ｍ
程度の円墳で、両袖式の横穴式石室を持ち、６世紀後半ごろの築造と考えられている。
④弾誓窟古墳を中心としたグループ
　下野原地内の弾誓窟古墳を中心としたグループである。７基程度の古墳が知られているが弾誓窟古墳以外
は既に消滅している。「下野原古墳群」として第３グループと一緒に紹介されることがあるが、出黒川を挟
んで明らかに別グループであると見られる。弾誓窟古墳は、直径 16 ｍの円墳で全長 7.61 ｍの無袖式の横
穴式石室を持ち、6世紀前半ごろに位置付けられている。市六 1号墳からは埋もれ木で作られた棗玉などが
出土している。
　以上４つのグループ以外に金川原古墳群や大野寺地区、上黒駒八反田地区に数基の古墳がまとまっている
が、近世の富士塚が含まれていたり、詳細が不明なので今回のグルーピングからは省いた。
　下黒駒 1号墳は第３グループ（下野原古墳群）に位置付けられる。このグループは長田古墳群とも隣接し、
双方の被葬者にどのような違いがあるのか今後の検討が望まれる。
　今回の調査は極めて狭い範囲の調査であったが、御坂地域の古墳群について再検討する良いきっかけと
なった。発掘調査ならびに報告書作成に当たって、関係各位及び関係諸機関より多大なるご理解、ご協力を
賜り、心から感謝申し上げます。
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図版 1

下黒駒 1号墳　オルソ画像（縮尺・方位は任意）



図版 2

１　調査地近景（南から）

２　調査前の状況（南西から）



図版 3

１　調査地全景（南から）

２　調査状況 ３　表土・石垣除去後

４　墳丘残存状況（南から） ５　墳丘セクション（北から）
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